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 後進育成委員会ＤＶＤ研修会のご案内  

今回、神奈川県会後進育成委員会では、平成２９年２月に本部（組織内会計士協議会主催）にて開

催されました「組織内会計士の職業倫理」をＤＶＤ研修会として、下記要領で実施することとなり

ました。後半３０分は、後進育成委員会主催の意見交換会を行います。 

組織内会計士の方、そして、同業務に興味のある方は、是非ご参加ください。 

記 

① テーマ 『組織内会計士の職業倫理』頻発する企業不正事件に対する組織内会計士の対応 

～新国際倫理規程「違法行為への対応」が日本に与える影響～ 

② 日 時 平成２９年８月２４日（木） １９：００～２１：００※ 

（※後半３０分は、意見交換会となります。） 

③ 講 師 加藤 厚 氏（公認会計士） 

④  場 所 横浜メディア・ビジネスセンター６階 研修室 

⑤  定 員 ６０名（先着順） 

⑥  ＣＰＥ 職業倫理（コード：１００１）  履修単位 ２単位 

⑦  会 費 無料 

⑧ 申込方法 お申込みは、以下のいずれかよりお願い致します。 

1. 神奈川県会ウェブサイトの研修会一覧よりお申込み 

2. 裏面の FAX 参加申込書を神奈川県会事務局宛てに送信 

FAX ０４５－６８１－７１５２ 

3. E メールに登録番号・氏名・開催日時・テーマ・ご連絡先を明記の上、 

神奈川県会事務局宛てに送信（E ﾒｰﾙ： kanagawa@sec.jicpa.or.jp ） 

【主な内容】 

国際会計士倫理基準審議会（IESBA）は、公認会計士が、勤務する企業等によって違法行為が行われ

ている（疑義を含む）と感知した場合には、どのような対応をするべきなのかについて、新しい国際倫

理規程を作るプロジェクトを数年間にわたって続けてきましたが、２０１６年７月に新国際倫理規程を公表

しました。これは、組織内会計士が、このような疑わしい違法行為を誰に、どの様にして通知すべきか

（例えば、社内通報制度）、守秘義務との関係はどうか、等いろいろな課題を含む新しい規程です。そ

の他、IESBA は、国際倫理規程の中の組織内会計士に関する「倫理規程 Part C」の見直しも行いました。

これらは、いずれ JICPA の倫理規則の見直しにつながっていくと思われます。そして、このような内外

の動向に対応して、組織内会計士は、独立性及び倫理観の保持に努めることがより一層必要となり、そ

れらが脅かされる機会は監査法人勤務時以上に多いと考えられることから、今まで以上に職業倫理に注

意を払うことが重要になってきます。今回は、国際会計士連盟（IFAC）の国際会計士倫理基準審議会

（IESBA）の前ボードメンバーである加藤 厚氏より、上記のプロジェクトを中心とした、幅広い倫理

基準の国際的動向と日本に及ぼすインパクト等について講義をしていただきます。 

mailto:kanagawa@sec.jicpa.or.jp


 

                 

参 加 申 込 書 

『（ Ｄ ＶＤ ） 組 織 内会 計士 の 職業 倫 理』 

氏 

 

名 

（研修登録番号） 

 

 
       

電話番号 

（   ）     － 

ＦＡＸ番号 

（   ）     － 

               

＜会 場 地 図＞ 

 

交通アクセス 

●JR 「関内駅」 北口 徒歩５分 

●横浜市営地下鉄   「関内駅」１番出口 徒歩５分 

●みなとみらい線   「馬車道駅」７番出口、 「日本大通り駅」 １番出口 徒歩５分 

【お願い】お申込みいただいて、万が一ご都合がつかなくなった場合は、お手数ですが神奈川県会

までご連絡下さいますようお願いいたします。 

 

※お問い合わせ：神奈川県会事務局 TEL ０４５－６８１－７１５１ 

神奈川県会 ＦＡＸ番号  ０４５－６８１－７１５２ 

 

研修会会場 


